
Title 温泉保養地の気候環境と天然温泉水のストレス軽減・休養効果の研究 : 自然に身をおき、調和する中で生
まれる健康づくり

Author(s) 渡辺, 成江; 森谷, 絜; 阿岸, 祐幸 他

Citation 日本健康開発財団研究年報, 26, 37-45

Issue Date 2005

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/32874

Type journal article

File Information kenko26-37.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



r温泉保養地の気候環境と天然温泉水の

ス トレス軽減 ・休養効果の研究」
～ 自然 に身をおき、調和する中で生まれる健康づ くり～

研究代表者 札幌市立高等専門学校 渡部 成江

共同研究者 北海道大学大学院教育学研究科健康スポーツ科学講座 森谷 黎

北海道大学医学部 阿岸 祐幸

北海道大学大学院教育学研究科健康スポーツ科学講座 角田(矢 野)悦 子

【緒言 】

日本の恵 まれ た温 泉資源 の保健 的活用

は長寿高齢社 会 にとって有効 であ り、科

学的 に裏付 け られた温泉資源 によ るス ト

レス軽減 、 リラクゼー シ ョン、 リフ レッ

シュは、病 気 の予 防、健康 増進、 明 日へ

の活 力 とい った予 防医学 的な意義 を大 き

くす る。温泉 に出か ける ことは、気候 の

変化 を伴 う転地で ある。大都市 生活者 が

日常 的 に受 ける有害 な環境要素か ら抜け

出て、気 候 の保護 作用 を受 ける と共 に、

心理 的な解放感 を も味わ う ことが多 いで

あろ う。

我 々の平成14年 度 の研究 結果1)で は、

温 泉地で行 う天然温泉入浴 は、都 市部の

マ ンシ ョンで行 う入 浴 剤 添 加入 浴 や さ

ら湯 入浴 以 上 に、 心 身 を リ ラ ック ス さ

せ、快感情得 点が増す といったス トレス

軽減効果 が、脳波や感情 の質 問紙 か ら示

された。 さ らに天然温泉入浴 実験 日の夜

間睡眠 はさ ら湯入浴実験 日に比べて睡眠

の質が 良 く、休養効果 が高い ことも認 め

られ、1回 の天 然温泉入 浴 の急性効 果 を

認 めた。それ らは浴室 と浴槽 が大 きい こ

と、窓 か ら見 える景色 、泉質、マイ ナス

イオ ンの多 さな ど複 合的な要 因による と

考 え られ、効果 を生 じる要 因の検討 が次

の課題 と して残 された。

本研 究で は、 上述 した研 究結果 をさ ら

に深 め るた め、以下 の2つ の実験 を行 っ

た。<実 験1>と して、都市環 境(札 幌

市 中心部 に位 置す る北海 道大 学研 究室)

並び に温 泉保 養地環境(札 幌 市郊 外の定

山渓温 泉施設宿泊室)の 屋内での 「安静

状態」 が もた らす心理 的 ・生理的変化 を

測定 し、両者 を比較す る ことか ら温泉地

気候 環境 の効 果 を検 討 した。<実 験2>

として、温泉保養地環 境の もとで 、天 然

温 泉入 浴並 び に さ ら湯入 浴実験 を行 い、

天然温泉水が もた らすス トレス軽減 ・休

養効 果 を検討 した。 両実験 とも環境条 件

の測定 を行 う とともに、被験者 の生理 ・

心理状態 の測定 指標 として、脳波感性 ス

ペ ク トル値 、脳 波帯域パ ワー値 、感 情の

変化 を中心 に、体 温、心電 図 も併せ て検

討 した。近 年 にな り、睡眠不調 ・睡眠障

害 に'悩む人たちが多 く、 中で も中年期以

降 に睡眠不調 ・障害 の多発す る ことが知

られ る よ うにな って きた2)。 そ こで、睡

眠改 善のため の生活処方 を検 討す る目的

一37一



で、それぞ れの実験 日に 自宅 で とった夜

間睡眠 の 自覚的 睡眠感 を比較 した。

【実験】

<実 験1>都 市環境及 び温 泉保 養地環境

での安静実験

目的=都 市環境(札 幌 市 中心部 の北海道

大学(以 下 、北大)研 究室)と 温泉保

養 地環境(札 幌市郊外 の定 山渓温泉施

設 宿 泊 室)の 屋 内2条 件 で、60分 間

安静 に している時の心理 ・生理指標 の

変化、 自覚 的睡眠感、気候環境条 件 を

測定 し、比較検討することを目的とした。

実験方法:

[被験者]年 齢60歳 前後 の健常な女性8名 。

[実験 条件 と実験 期 間]北 大研究 室及 び

定 山渓温 泉 施 設 宿 泊 室 に て安 静 に し

て い る2条 件 で あ っ た。 実 験 は2004

年11～12月 、14:00～16:40の 間 に

1室2名 で 同時 に行 い、 同一・被 験者 に

対 して 同一 時間帯 で2条 件 の2実 験 を

2日 に割 当てて行 った。

[北大 研究 室の 環境]札 幌 市 中心部 の北

大 構 内の研 究室 を安 静実験室 、 も う1

つ の研 究 室 を着 替 え と電 極等 の装 着

をす る控 え室 として利 用 した。室温 は

フ ァン ヒー タ ー と電 気 ス トー ブ にて

調整 した。窓 のブ ライ ン ドを下 ろ して

照明 を点灯 した。

[温 泉施設 宿泊 室の 環境]北 海道森 林管

理局保 養所 「豊 林荘 」(札 幌市 中心部

か ら車 で 約1時 間10分 、 定 山 渓)の

温泉 施設 を借用 した。8畳 の和室2部

屋 を借用 し、着替 え及び控 え室 と安 静

実験 室 と した。 室 温 調 整 には 石 油 ス

トー ブを用 いた。窓の障子 を閉めて照

明 を点灯 した。

[実 験 経 過]実 験 前 に 被 験 者 はTシ ャ ツ

と 短 パ ン の 上 に 上 下 の ジ ャ ー ジ を 着

用 し、30分 以 上 の 安 静 を保 っ た。60

分 間 の椅 子 座 位 安 静 の う ち、14～24

分 の10分 間 は 、 閉 眼 を し た4分 間 を

除 い て 風 景 の 写 真 集 を 自 由 に 見 て も

らっ た 。

[測 定 項 目]

① 脳 波:測 定 と解 析 にESA-16感 性 ス ペ

ク トル 解 析 装 置(株 式 会 社 脳 機 能 研

究 所)を 使 用 し た。 国 際10-20電 極

配 置 法(国 際 脳 波 学 会)に 従 い 、 電

極 を10ヵ 所(Fp1,Fp2,F3,F4,T3,

T4,P3,P4,01,02)に 配 置 した 。 基

準 電 極 は 右 の 耳 朶 、 グ ラ ン ド電 極 は'

Fpzに 配 置 し た 。 実 験 開 始5～9分

(安 静1)、18～22分(写 真 集 を 見

た 直 後;安 静2)、33～37分(安 静

3)、52～56分(安 静4)の 各4分 間

を 閉 眼 さ せ た 。 閉 眼 時 の前 頭 部 に お け

る4つ の 感 情 値(rN1:怒 り/ス ト レ

ス 」rP1:喜 び 」rN2:悲 しみ 」rR:

リ ラ ッ ク ス 」)を 武 者 らが 開発 し た 感

性 ス ペ ク トル 解 析 に よ っ て 求 め 、Z値

(Z値 二(反 応 値 一 平 均 値)/標 準 偏

差)に 変 換 し て 評 価 し た3)。 さ ら に 、

これ ら の4つ の 感 情 値 を 四 則 演 算 し

て 求 め られ る複 合 感 情 値(「Irritated

(N1+N2)」 「Comfortable(P1+R)」

「Mentalactivity(N1-R)」 「Good

mood(Pl--N2)」)を 求 め た 。 上 記 の

時 間 帯 に お け るFp1、Fp2、F3、F4

に お け る θ波(3～8Hz)、 α1波(8

～10 .5Hz)、 α2波(10.5～13Hz)、

β1波(13～16.5Hz)、 β2波(16.5

～20Hz)の 各 帯 域 パ ワー 値 を 求 め た 。

②MCL-S.1(MoodCheckList-Short
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Form1):橋 本 らが 開発 し、信 頼性 と

妥 当性 が確 認 され て い る感 情 測 定 質

問紙 「MCL-S.1」4)を 用 いた。 「快感情」

「リラ ックス感」 「不安感 」 の3つ の下

位尺度 か らな る。質問 は閉眼 によ る脳

波測定 の直後 に口頭で行 い、被 験者 は

「まった くそ うで な い」 か ら 「まった

くそ うで ある」 の7段 階の リカ ー ト式

得点 に返答 した。下位 尺度 毎 に得点 を

加算 し、 さ らに素得 点 を正規化 したT

得 点(T得 点=50×10(素 得点 一平均

値)/標 準偏 差)を 求 めて評価 した。

③心拍 数 ・心臓 自律神 経活動(HF、LF/

HF):ア ク テ ィ ブ トレー サ ー(GMS社 、

AC-301)を 用 い て 、 連 続 測 定 した 実

験 中 の 心 拍R-R間 隔 を 周 波 数 解 析 し、

心 拍 数 、LF(0.04～0.15Hz)、HF

(0.15～0.4Hz)値 を1分 毎 に求 め た 。

HF値 は 副 交 感 神 経 活 動 、LF/且F値 は

交 感神 経 活 動 を表 す 指標 と して用 いた 。

④ 皮 膚 温:右 前 胸 部(T、)、 右 上 腕 外 側

(T2)、 右 大 腿 前 面(T3)、 左 手 第 五 指

爪 床 部 の4ヶ 所 に サ ー ミ ス タ ー 温 度 計

(テ ク ノセ ブ ン、D-9250rお ん ど と り

Jr.RTR-52/DataCollectorRTR-57)

の セ ン サ ー を 装 着 し、1分 毎 の 皮 膚

温 を連 続 測 定 した 。 平 均 皮 膚 温(Ts)

はRobertsら の 三 点 法(Tsニ0.43×

T1+0.25×T2+0.32×T3)5)を 用 い て

求 め た 。

⑤ 鼓 膜 温:耳 式 体 温 計(テ ル モ 、M20)

に よ り、MCL-S.1の 質 問 直 後 に 測 定

した 。

⑥OSA睡 眠 調 査 票:帰 宅 後 の 夜 間 睡 眠

の 評 価 は 、信 頼 性 と妥 当性 が 明 らか に

な って い る 質 問 紙 「OSA睡 眠 調 査 票 」6)

に よ っ た 。OSA睡 眠 調 査 票 は、 各 人

が就寝時 に記述す る 「睡眠 前調査」と、

起床直後 に記 述す る 「起床時調査 」か

らな っている。 また被験者 の睡眠(前)

日の 「生活 活動の記録」 で、夜 間睡眠

を比 較 す る両 日の生 活 に大 き な違 い

がな い ことを確か めた。r起 床時調査」

の睡 眠感 を評 価 す る31項 目の質 問 に

対 す る回 答 を 小栗 らの方 法 に従 って

標 準化 し、 尺度 値 を求 めた。 「起 床時

調査 」は、5つの下位 因子(『ね む気』『睡

眠維 持』『気 がか り』『統合的睡眠 』r寝

っ き』)か ら構 成 され るが 、質 問項 目

ごとにも比較で きる方法で、高得点 ほ

ど良 い睡眠感 を意 味す る。

[気候環境 条件 の測定項 目]

①温湿度:サ ーモ レコーダー(タ バイエス

ペック、RTL11)に より連続測定 した。

② 気 圧:気 圧 計(い す ず 製 作 所、

ALTIMETER)に よ り測定 した。

③ 照度:デ ジタル照度計(ト プコ ン株 式

会社、IM-5)に よ り測 定 した。

④ 空 気 イ オ ン:空 気 イ オ ンカ ウ ン ター

(ア ンデ ス電 気 株 式 会 社 、inti、ITC-

210A)に よ り、マイナスイオ ン、プラ

スイ オ ンを測定 した。

⑤芳香物 質:質 量 分析装置(ア ジ レン ト・

テク ノロジーズ製)を 用 いた成分質量

法(GCMS法)に よ っ て、 空 気 中 の

ピネ ンや リモ ネ ンな どの芳 香 物 質 の

存在 を調べ た。

[統 計 処 理]2条 件 の実 験 経 過 をお った

各時系列 デ ータ につ いて 、重複測 定分

散分析 と多重 比較検 定 を行 った。睡眠

感 尺度 得 点 の条 件 によ る差 を一 元 配

置 分 散 分 析 に よ り解 析 した。 危 険 率

5%を 有意水準 とした。
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結 果 と考 察:

(1)気 候 環 境=

① 温 湿 度:実 験 室 の 平 均 室 温 は 、H

群(北 大 研 究 室 実 験)23.1℃(21.0

～23 .70C)、J群(定 山 渓 温 泉 施

設 宿 泊 室 実 験)23.7℃(22.1～

24.4℃)、 平 均 湿 度 は 、H群52.9%(43

～63%) 、J群40.1%(36～44%)。

② 気 圧:平 均 気 圧 は 、H群1017hPa

(1013～1022hPa)、J君 羊963hPa

(948～976hPa)。

③ 照 度:平 均 照 度 は、 且 群944.1(lx)

(926～979(lx))、J群71(lx)(62.3

～92 .2(lx))。

④ 空 気 イ オ ン:30分 間 連 続 測 定 し た

空 気 イ オ ン の マ イ ナ ス イ オ ン平 均

値(± 標 準 誤 差)はH群68±9、J

群68±3(個/1cc)、 プ ラ ス イ オ

ン 平 均 値 はH群1380±317、J群

568±37(個/1cc)でH群 がJ群

に比 べ て 多 く有 意 差 が 認 め られ た 。

両 群 と も に マ イ ナ ス イ オ ン よ り も

プ ラス イ オ ンの割 合 が 高 か っ た 。

⑤ 芳 香 物 質:北 大 屋 外 、 定 山 渓温 泉 施

設 周 辺 の屋 外 、定 山 渓 温 泉 施 設 宿 泊

室 の 空 気 中 に ピネ ン が 検 出 さ れ た

が 、 北 大 研 究 室 内 の 空気 中か らは検

出 され な か っ た 。

(2)被 験 者:8名 の 女 性 の 平 均 年 齢(±

標 準 誤 差)は 、61.6±1.2歳 、 平 均 身

長153.2±4.3cm、 平 均 体 重51.75±

4.83kg、 平 均 体 脂 肪 率28.3±4.0%で

あ っ た 。

(3)脳 波 感 性 ス ペ ク トル 値:脳 波 は、 実

験 中 に 電 源 が 落 ち て デ ー タ が 消 失 し

た2名 を 除 き 、6名 の デ ー タ を 解 析 し

た 。J群 とH群 の 感 性 ス ペ ク トル4感

情Z値 と、4つ の複 合 感情Z値 にお い

てJ群 とH群 の主効果 に有 意差 は認め

られず 、経過 時間の主効果 に も有 意差

は認 め られなか った。

(4)脳 波 パ ワーm一値:脳 波 を測 定 した 前

頭 部4箇 所(Fp1、Fp2、F3、F4)に

つ い て、 θ、 α1、 α2、β1、 β2帯 域

のそ れ ぞ れ のパ ワー 値 の変 化 を検 討

した。Fp1、Fp2、F3の α2帯 域パ ワー

値 にお い て両 群 に有 意 な交 互 作 用 が

認 め られ、H群 で は安 静1か ら安 静2

で減 少 し、J群 では変 化 しな い傾 向 に

あった。また、F3の β1、β2帯 域パ ワー

値 にお いて も有 意 な 交 互作 用 が 認 め

られ、 β、帯 域 パ ワー 値 は安 静2でJ

群 よ りもH群 のパ ワー値 が有 意 に小

さか った。 β2帯 域 パ ワー 値 は安 静3

か ら4でJ群 がH群 よ りも大 き く、や

や 上昇す る傾向 にあった。

(5)MCL-S.1=「 快感情 」T得 点 と 「リラッ

クス感」T得 点 の変化 の時間経 過の主

効果 に有意差が認 め られた。J群 の 「快

感 情」 で は、安静1に 比 べて安 静2と

安 静3の 時 間帯で有 意 に上昇 し、H群

は安 静2で の み上 昇 した。 「リラ ック

ス感」 は、H群 の安 静2で 安静1と 比

較 して有意 に上昇 した。

(6)心 電図:閉 眼で安静 に してい る安静

1～4の 各4分 間、計16分 間 の心拍数 、

HF、LF/HFに は、2群 間 の 主 効 果 並

び に時 間 経過 の主 効 果 に有意 差 は認

め られ なか った。

(7)皮 膚温=安 静60分 の実験 経 過 を分

けて、 前 半後 半そ れ ぞ れ30分 の 皮膚

温 の変化 を検討 した。平 均皮 膚温 の2

群 問の 主効 果 並 び に時 間経 過 の主 効

果 に有 意差は見 られ なか った。左手第
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五 指爪 床 部 皮膚 温 は、 安静 後 半 の30

分 間で2群 問 の主効 果 に有 意差が見 ら

れ、H群 はJ群 に比べ て高 い皮膚温 で

あった。末梢 皮膚温が高 い ことか ら末

梢 血 管 を収縮 させ る交感 神 経 活 動 が

低下 した ことが推察 され た。

(8)鼓 膜 温=安 静60分 中、4回 の 測 定

で2群 問 の主効 果並び に時間経 過 の主

効果 に有 意差 は認 め られなか った。

(9)OSA睡 眠調 査 票:両 群 の 夜 間 睡眠

には有意差 は認 め られなか った。

以上 の結果 か ら、温泉施 設宿泊室環境

と北大 研 究室 環境 で の60分 間 の安 静状

態 を比 較 す る と、温 泉 施 設 宿 泊 室 で の

安 静では、写真集 を見 た後 も長時 間 「快

感情 」得点が高 く保 たれ、脳波 β波帯域

パ ワー値が北大研究 室環境 と比較 して高

か った ことか ら、よ り覚醒 されて いた と

考 え られた。北大研 究室環境で は、写 真

集 を見た直後 に 「快 感情」得点 が高ま っ

た。脳波 の変化 か ら覚醒度 は温泉施 設宿

泊室 環 境 よ りも下 が る傾 向で あ り、 リ

ラックス した状態 で あった ことが示唆 さ

れた。温泉施 設宿泊室で はプ ラスイオ ン

が多 くはな く、北大研究室環境 か ら検 出

され なか った 芳香 物 質 の ピネ ンが 検 出

された ことな どか ら、北大研究 室環境 と

比べて リラックス というよ りは リフレッ

シュ効果 があった ことが観察 された。 し

か し、温泉地 に出向 いて安静 にす るだ け

で は、 夜 間 睡 眠へ の効 果 は 認 め られ な

か った。

<実 験2>温 泉保養地での天然温泉入浴

及びさら湯入浴実験

目的:温 泉保養地(札 幌市郊外定山渓)

の温泉 施設 にて、湯 温40℃10分 間の

天然温 泉入浴 及び さ ら湯入浴 の心理 ・

生理指標 の変化 、 自覚的睡眠感 、気候

環 境 条件 をそ れ ぞ れ 比較 検 討 す る こ

とを目的 とした。

実験 方法:

[被験者]年 齢60歳 前後 の健常な女性8名 。

[実験 条件 と実 験期 間]温 泉保 養地(定

山渓)温 泉施設 にて天然温 泉入浴 とさ

ら湯 入浴 の2条 件。 実 験 は2004年11

～12月 、14:00～18:20の 間で2名 ず

つ 同時 に行 い、 同一被験者 に対 して可

及 的 に同一 時間帯 で2実 験 を、カ ウン

ター バ ランス をとって2日 に割 当て て

行 った。

[温 泉施設 の環 境 と入浴 方法]北 海道 森

林管理 局保 養 所 「豊 林荘 」(札 幌市 南

区定 山渓)の 温泉施 設 を借用 した。脱

衣室 を安静室 とした。安静室 の室温 調

整 には石油 ス トーブ を用 い、換気 も含

めて窓か らの外 気 を常 に取入 れた。浴

室(約20m2)の 片 面 は全 面 ガ ラス 張

で近 くの 山を眺め る ことがで き、浴槽

の大 きさは335cm×180cm×55cm(h)

で あ った。 天 然温 泉 水 の湯 で 満 た し

た 浴 槽 に、 ポ リウ レタ ン製 の入 浴 用

袋(バ スイ ンバ ス、中島建物 株式会社 、

袋 内 の湯 量 は約1102)を 入 れ、被 験

者 は入浴 用袋 の中 の源 泉100%の 天然

温泉水(ナ トリウム ー塩化物 泉)並 び

にさ ら湯(沢 水 に少量 の塩 素を添加 し

て供給 され る水)の2条 件で入浴 した。

湯 温 は浴 槽 内 の温 泉 水 の温 度 を40℃

に調節す ることで、熱伝導 によ りバス

イ ンバ ス内の湯温 も40℃ に設定 した。

[実験 経過]実 験 前 に被験 者 は水着 を着

用 し、30分 以 上 の安 静 を保 った。 入
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浴 前 に床 上 の座 椅 子 上 で 半 臥位 安 静

を10分 、 半 臥位 で鎖 骨 下 まで 浸漬 し

た40℃ の全 身入 浴 を10分 、 出浴 直後

に充分体 と水着 の水分 を拭 き取 り、座

椅 子 上 で半 臥位 安 静 回復 を30分 とっ

た。入浴前後 の安 静時は、肩 と脚部 を

乾 いたバス タオル で包んだ。

[被 験 者 の 測 定 項 目]① 脳 波、 ②

MCL-S.1、 ③ 皮 膚 温、 ④ 鼓 膜 温、 ⑤

OSA睡 眠調査 票の測 定は〈実験1>に

同じ。

[気 候 環 境 条 件 の測 定 項 目]① 温 湿 度、

② 気圧 、③ 照度 、④ 空気イ オ ン、⑤ 芳

香物質 の測 定はく実験1>に 同 じ。

[統計処理]<実 験1>に 同 じ。

結果 と考察:

(1)気 候 環 境:<実 験2>で は両 条 件

ともに同 じ実験 場所 を利用 したので 、

2条 件の気候 環境 は ほぼ類 似 した もの

であった。

① 温 湿 度:安 静 室(温 泉 施 設 脱 衣

室)の 平 均 室 温 は28.9QC(24.7

～31 .1QC)、 平 均 湿 度 は、24.5%

(17～35%)、 浴 室 の 平 均 室 温 は

23.30C(21.4～26℃)、 平 均湿度は、

82.7%(73～96%)。

② 気圧:安 静 室の平均気圧 は977hPa

(950～988hPa)。

③照度:安 静室 の平均 照度 は185.2(lx)

(25.3～687(1x))、 浴 室 は394.6(1x)

(30～995(lx))。

④ 空気 イ オ ン:安 静 室 にて10分 間 連

続測 定 した平均 マイナスイオ ン(±

標準誤差)は 、S群(さ ら湯入浴実験)

1472±279、0群(天 然 温 泉 入 浴

実験)1595±161(個/cc)、 平 均 プ

ラスイオ ンは、S群1435±176、0

群1550±215(個/cc)、 浴 室 に て

10分 間連 続測 定 した平 均 マ イ ナス

イ オ ン は、S群8095±1805、0群

6435±3143(個/cc)、 平 均 プ ラス

イ オ ン は、S群6692±1803、0群

6670±2407(個/cc)で い ず れ も2

群問 に有意差 は認め られなか った。

⑤芳 香物質:定 山渓温 泉施設の安静室

(脱衣 室)並 び に浴 室 内の空気 中か

ら芳香物質 リモネ ンが検 出された。

(2)被 験者:<実 験1>に 同 じ。

(3)脳 波 感性 スペ ク トル値=時 間経過 の

主効果 にお いて両群 に有意差 が認 め ら

れ、0群 で は、入 浴 前 と比較 して入 浴

中 に 「喜 び(P1)」(図1)、 複 合 感 情 の

「Comfortable」 、「GoodMood」 のZ値

が有意 に上昇 し、出浴後 前半で も 「喜

び(P1)」 と 「GoodMood」 で 高 いZ値

を保 った。S群 で は入 浴 前 に比べ てZ

値の変化 に有意差は認め られなか った。

(4)脳 波 パ ワ ー値=脳 波 測 定 を行 った

前頭部4箇 所 にお いて、 θ、 α、、 α2、

β、、 β2帯域 パ ワー値 の変 化 を検 討 し

たが、条件 と時間 の主効果 に有意差 は

認め られなか った。

(5)MCL-S.1:「 快 感 情 」T得 点 の 時 間

経 過 の主効 果 に有 意差 が認め られ、0

群 で は入 浴 前 に比べ て 出浴 後 前 半 の

時 間帯 で有意 に上昇 した。S群 で は有

意差が認 め られなか った。

(6)皮 膚 温:入 浴 中 の皮 膚 温 には 両群

に差 が な い ので、 出浴 後30分 間 の皮

膚温 の変化 を検 討 した。 出浴後30分

間 の2群 問の主効 果 に有 意差が認 め ら

れ、0群 がS群 に比べ て高 い皮膚 温 を

保 った。 また、有意な交互作用 も認め

られ、 出浴 後 安 静1～19分 まで の時
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問帯 で0群 はS群 よ りも有意 に高か っ

た。 左手第五指爪床部 皮膚温で は、 出

浴 後30分 間 の2群 に交 互作 用 が認 め

られ た。 両 群 は 出浴 直後 に低 下 した

皮膚温 がす ぐに上昇す るが、上 昇はS

群 に比べて0群 の方が大 き く、0群 は

高 い皮膚 温 の ま ま30分 経 過 した の に

対 し、S群 の平均 値 はゆ っ くりと上昇

して 出浴後20分 以 降 に0群 に近 づ く

傾 向 に あ った。 出浴 後10～12、15、

16分 目で0群 がS群 に 比 べ て 有意 に

高 い値 だった。

(7)鼓 膜 温1入 浴 前、 入浴 、 出 浴 後 前

半、後 半の4回 の測 定で両 群問 の条 件

と時 間 の 主効 果 に有 意差 は認 め られ

な かった。

(8)OSA睡 眠調 査 票:0群 の夜 間 睡 眠

はS群 の 夜 間 睡 眠 に 比 べ、OSA睡 眠

調 査票 下位 因子 の 『気 が か り』『統 合

的睡 眠 』 で 有意 に高 い得 点 で あ った

(図2)。 質 問項 目でみ る と 「今朝 はふ

だん にく らべてや る気が ある」、 「全体

として今朝 の体調 はよ い」、 「寝返 りの

量 は ふ だ ん に く らべ て少 な か った」、

「昨夜 の睡 眠時 間はふ だ ん に くらべ て

長 い」、 「今朝 は、ふだん に くらべ て心

配事が少 ない」、 「今朝 は、ふ だんに く

らべて 、気分 がのんび りして いる」で

有意 に高得点 を示 した。 中高年期 の女

性被験者 にお いて、天然温泉入 浴 日の

夜 間睡眠得点 はさ ら湯入浴 日の夜間睡

眠よ りも良質であったと考 え られる。

以上 の結果 を全体 として みる と、温泉

保養地 での天然温泉入浴 では、入浴 中に

「喜 び」、 「Comfortable」 、 「GoodMood」

とい った 心地 よ い と され る感 情 が 高 ま

り、 出浴後 も継 続す る ことが脳波 感性ス

ペ ク トル値 か ら示唆 され た とともに、主

観的な 「快感 情」 も出浴後 に高 まった こ

とが示唆 された。 このよ うな状態 は さ ら

湯 入 浴 に よ って は見 られ な か っ た。 ま

た、皮膚温 の変化か ら天然温 泉入浴 はさ

ら湯入浴 に比べて 出浴後 の保 温効果が高

い ことも認め られた。 さ らに、天然温泉

入 浴 は高 い睡眠改 善効 果 を生 じさせ た。

両条 件 とも、バスイ ンバ ス を入れた周 囲

の浴槽 の湯は天然温 泉水で あるか ら、温

泉水 の蒸気 の吸入が 同様 にあ った と推察

され る。2条 件 の違 い は、 皮膚 に触 れ て

いる湯の部分 の違 いのみ と考 え られ る こ

とか ら、天然温泉入浴 が入浴 中及 び出浴

後 の高 い リフ レッシュ ・休養効果 と入浴

日の睡眠改善効果 を示 した のは、天然温

泉水の湯触 りや 天然温泉水 に含 まれる成

分 の経 皮 吸収 に よ る効 果 で あ っ た こと

が本実験 の結果 か ら推察 された。
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